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僕
は
、歴
史
に
興
味
が
あ
り
、

特
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

の
開
国
の
大
変
遷
時
代
が
大
好

き
で
す
。
今
の
日
本
の
分
岐
点

と
も
い
え
る
そ
の
時
代
は
、
現

在
の
日
本
を
創
造
し
た
激
動
の

時
期
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

地
元
で
は
、
里さ
と

下し
も

獅
子
保
存

会
の
太
鼓
に
、
幼
稚
園
年
中
か

ら
中
学
１
年
ま
で
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
大
人
に
交
じ

っ
て
、
獅
子
の
頭
を
演
じ
て
い

ま
す
。
地
元
を
１
０
０
軒
以
上

伺
っ
て
獅
子
舞
を
披
露
す
る
こ

と
も
楽
し
い
の
で
す
が
、
獅
子

舞
と
い
う
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能

に
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
理
学
療
法
士

に
な
る
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け

は
、
祖
父
が
リ
ハ
ビ
リ
で
頑
張

っ
て
い
る
時
に
、
理
学
療
法
士

の
先
生
が
祖
父
の
再
ス
タ
ー
ト

の
た
め
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
仕
事
に
就
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
受
験
に
向
け
て
不
撓

不
屈
の
精
神
で
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

不
ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

の精神で
大洲平野中学校 3年
　白　石　航

こう
　太

た
　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲
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税　　　別 ８月 ９月 10月 11月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 2期 3期 4期 5期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

８ 月の納税など　納期限は ８ 月31日㈮です。

人の動き（先月比）

人口　　　43,825人　（－ 29 ）
　男　　20,921人　（－  6 ）
　女　　22,904人　（－ 23 ）
世帯数　20,061世帯（－  9 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　46件（   43 件）
　死者　　　0人（     2 人） 
　負傷者　64人（   49 人）

（2018年 6 月末現在）

　「御
み

幸
ゆき

の橋」は、ケヤ
キを主な材料とし、釘
を一切使用していない
県指定有形民俗文化財
です。
　盛夏の中で、涼をと
ることができる最高の
スポットとなっていま
す。

【お詫び】
　広報おおず７月号19ページでお知らせした「後
期高齢者医療制度について」のなかで、一人当た
りの保険料の計算に用いる所得割率の値を9.16%と
掲載していましたが、8.78%の誤りでした。お詫び
のうえ、訂正させていただきます。
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　学校に登校しづらいお子さんのために、学校復帰を支援する適応指導教室
「おおずふれあいスクール」が大洲市に設置されています。

登校しづらいお子さんのために……
（特集）
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｜

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か

｜ 

　

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
の
自
然

環
境
館
３
階
に
あ
り
ま
す
。
小
高
い
所

に
あ
っ
て
、
別
空
間
的
な
緑
が
多
い
環

境
で
、「
心
癒
さ
れ
る
」
と
話
す
通
所

生
も
多
く
い
ま
す
。

 

｜

ど
ん
な
施
設
で
す
か

｜ 

　

平
成
９
年
1
月
、
大
洲
市
教
育
委
員

会
と
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
（
旧

国
立
大
洲
青
少
年
の
家
）
と
の
共
催
に

よ
り
、開
設
さ
れ
た
不
登
校
対
応
の「
適

応
指
導
教
室
」
で
す
。

　 

｜

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
が
対
象
で
す
か

｜ 

　

対
象
は
、
大
洲
市
お
よ
び
近
隣
地
区

の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
在

籍
し
、
主
と
し
て
心
理
的
・
情
緒
的
な

理
由
で
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒

で
す
。
ま
た
、
16
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年
も
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

｜ 
「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」で

は
、
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か

｜

▽ 

不
登
校
お
よ
び
不
登
校
傾
向
に
あ
る

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
学
校
や
関

係
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
基
礎
学
力
の
補
充
、
学
校
復
帰

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽ 
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年
に
対
し
て

は
、
社
会
的
自
立
を
促
し
、
就
労
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

自
己
の
存
在
感
を
実
感
さ
せ
、
精
神

的
に
安
心
で
き
る
場
所
（
心
の
居
場

所
）
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

｜

費
用
（
学
費
）
は
必
要
で
す
か

｜ 

　

民
営
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
な
い

の
で
、
学
費
な
ど
の
費
用
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
見
学
料
や
調
理

実
習
の
材
料
代
な
ど
に
つ
い
て
は
、
実

費
を
徴
収
し
ま
す
。

 

｜

開
所
日
は
い
つ
で
す
か

｜ 

　

原
則
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の

〈
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
の
紹
介
〉

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
開

所
し
て
い
ま
す
が
、
本
人
の
状
況
に
よ

り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

金
曜
日
は
、「
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
」
で
、
状
態
を
見
な
が
ら
、
学
校
復

帰
を
目
指
し
て
学
校
へ
の
登
校
を
促
し

て
い
ま
す
。

 

｜

日
程
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

｜ 

　

午
前
中
は
、「
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
」

と
し
て
、
学
校
在
学
中
の
児
童
生
徒
に

は
、
基
礎
学
力
の
補
充
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

青
年
は
、
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
活

動
を
選
択
し
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
能
力
を
育
て

る
と
と
も
に
、
趣
味
や
特
技
の
伸
長
を

図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
「
自
立
」
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

　

午
後
は
、「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
で
、

児
童
・
生
徒
・
青
年
と
も
に
多
様
な
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

午
後
の「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」で
は
…
…

①　

自
然
体
験
活
動

　

自
然
の
厳
し
さ
や
恩
恵
を
知
り
、
動

植
物
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
な
ど
、
自

然
や
生
命
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
を
育
て
、
自

然
と
調
和
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と

た
く
ま
し
い
心
身
を
育
み
、
一
人
ひ
と

り
の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
ま
す
（
農

園
体
験
、
園
芸
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ

オ
ー
ク
、
カ
ヌ
ー
な
ど
）。

②　

社
会
体
験
活
動

　

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、
自
ら
を
た
だ
し

つ
つ
、
協
調
性
を
育
て
る
と
と
も
に
自

己
の
長
所
や
能
力
を
発
見
し
、
感
動
す

る
心
な
ど
豊
か
な
心
を
育
て
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
う
と
と
も

カヌー体験
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に
、
自
立
へ
の
力
を
育
て
ま
す
（
宿
泊

体
験
活
動
、
職
場
体
験
活
動
、
社
会
見

学
な
ど
）。

③　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
活
動

　

講
師
は
外
部
よ
り
専
門
家
を
招
き
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
さ
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を

図
り
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す

る
と
と
も
に
社
会
性
を
育
て
ま
す
。
ま

た
、
心
身
を
鍛
え
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
た
め
の
健
康
・
体
力
を
維
持
増
進
し
、

主
体
的
に
生
活
す
る
意
欲
を
育
て
ま
す

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ヨ
ガ
、
陶
芸
、
茶
道
、
英
会
話
、
読
み

聞
か
せ
、
専
門
委
員
と
の
活
動
な
ど
）。

現役定時制高校生　Ａさん・Ｂさん
　 2人とも、高校進学後、１年で退学した。その後、
おおずふれあいスクールに登録し、通所した。　
　次年度に、定時制高校に入学し、ほとんど毎日
通学している。高校入学後、数回訪ねてきて、「高
校が楽しい。勉強も楽しい。クラスの雰囲気もよく、
みんなで 3 年間で卒業しようと励まし合って頑張
っている」と話した。一緒に通所していた 2人組で、
定時制・通信制の県体育大会に出場して 3 位とな
り、新聞にも掲載された。

現役高校生　Ｃさん
　中学校 １年の時から通所し、「中学校 3年生にな
ったら完全に学校復帰する」という目標を立てて
頑張った。中学校 3 年生の時には学校復帰を果た
し、現在は高校に進学している。「高校はとても楽
しく、毎日元気に通学している。スクールがあっ
たから、今がある」と話している。

社会人　Ｄさん
　中学校で通所した後、高校へ進学・卒業し、現
在働いている。「スクールに通わなかったら、今も
家にいたと思う。スクールではいろいろな人と会

うことができ楽しかった」と言ってくれた。

現役大学生　Ｅさん
　「ここで、友人との関係性を学んだ。おかげで友
人と楽しく過ごせたため、高校に進学することが
できた。高校の時にも疲れた時は、充電するため
通所していた。そして今、大学に進学して楽しい
大学生活を送っている」と話した。
　　　　
社会人　Ｆさん
　小学校から 5 年間通所し、現在は就職して働い
ている。「将来は、おおずふれあいスクールで働き
たいので、そのためにいろいろなスキルを身に付け
たいと思っている。ふれあいスクールに通っていな
かったら、引きこもっていたと思う」と言っている。

保護者（父）　Ｇさん　
　子どもが中学校卒業後に来所し、「おおずふれあ
いスクールがなかったら、今頃どうなっていたか
想像できない。進学することもでき、将来を見通
せるようになったのは、ふれあいスクールでいろ
いろなことを体験し、前向きになったからだ。感
謝している」と話した。

【通所した生徒や保護者の感想】

陶芸体験 �調理実習

社会見学
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【
不
登
校
の
状
況
】

全
国
お
よ
び
大
洲
市
に
お
け
る
不
登
校
の
状
況

【
不
登
校
の
定
義
】

　

何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身
体

的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
・
背
景
に
よ

り
、
登
校
し
な
い
あ
る
い
は
し
た
く
と

も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
に
、
年

間
30
日
以
上
欠
席
し
た
者
の
う
ち
、
病

気
や
経
済
的
理
由
に
よ
る
者
を
除
い
た

も
の
。（
文
部
科
学
省
）

【
小
学
校
の
状
況
】

　

全
国
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
総
数

が
増
加
し
、
平
成
28
年
度
に
３
万
１
１

５
１
人
の
不
登
校
児
童
が
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
全
国
出
現
率
は
０
・
48

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
お
よ
そ
２
０
０
人
に

１
人
が
不
登
校
に
な
っ
た
計
算
と
な
り

ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
26
年
度
が
出
現

率
０
・
35
パ
ー
セ
ン
ト
で
全
国
並
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
０
・
13

〜
０
・
23
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
全
国

に
比
べ
半
分
程
度
の
低
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
中
学
校
の
状
況
】

　

中
学
校
に
な
る
と
、
小
学
校
に
比
べ

出
現
率
が
高
く
な
り
、
全
国
で
は
毎
年

不
登
校
生
徒
が
増
え
続
け
、
平
成
28
年

度
に
は
10
万
人
を
越
え
出
現
率
も
３
・

01
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
１
０
０
人
中
３
人
が
不
登
校
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
１
ク
ラ
ス
40

人
の
場
合
、
約
１
〜
２
人
の
不
登
校
生

徒
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
決
し

て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
学

校
、
学
級
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
示

H25 H26 H27 H28 H29

小�

学�

校

全　 国（ 人 ） 24,１75 25,866 27,58１ 3１,１5１
出 現 率（%） 0.36 0.39 0.42 0.48
大　 洲（ 人 ） 5 8 3 5 4
出 現 率（%） 0.22 0.35 0.１3 0.23 0.１9

中�

学�

校

全　 国（ 人 ） 95,442 97,036 98,428 １03,247
出 現 率（%） 2.69 2.76 2.83 3.0１
大　 洲（ 人 ） 20 24 １8 １5 １4
出 現 率（%） １.49 １.82 １.45 １.26 １.24

（全国データは平成28年度末現在）

し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
減

少
傾
向
を
示
し
、
出
現
率
も
全
国
の
半

分
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
洲
市
で
は
病
欠
は
含
め

て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
は
全
国
の
出

現
率
の
３
分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
大
洲
市
と
し
て
の
取
り
組
み
】

　

大
洲
市
小
中
学
校
教
職
員
は
、
以
前

か
ら
専
門
の
医
者
や
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
、
不
登
校
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
工
夫
や
不

登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応

の
仕
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
不
登
校

に
な
っ
た
本
人
や
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
こ
の

「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
地
域
の
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
適
応
指
導
教
室
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

終業式
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３
人
の
先
生
の
話

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
０
１

大
洲
市
北
只
１
０
８
６

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
内

お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

☎
㉔
１
４
１
４

 
生
徒
に
つ
い
て 

　

Ａ
さ
ん
は
、
人
間
関
係
な
ど
で
疲
れ

切
っ
て
学
校
に
行
け
な
く
な
り
、
相
談

に
来
ま
し
た
。
し
か
し
、次
の
日
に
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。「
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
は
、
久

し
ぶ
り
。
笑
っ
て
す
っ
き
り
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
学
校
に
登

校
で
き
て
い
ま
す
。
た
っ
た
２
日
間
の

休
養
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
電

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
訪
ね
て
き
た
Ｂ
さ
ん

は
、
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
に
中
学
校
１

年
生
か
ら
８
年
間
通
所
し
、
高
校
の
別

室
登
校
を
経
て
20
歳
で
卒
業
し
ま
し

た
。現
在
は
就
職
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

「
今
度
、車
を
買
い
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
に
し
っ
か
り
働
か
な
く

て
は
…
…
」
と
話
し
ま
し
た
。
金
銭
感

覚
も
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
き
て
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｃ
さ
ん
は
、
小
学
校
４
年
生
で
不
登

校
と
な
り
、
中
学
校
１
年
か
ら
こ
こ
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
現
在
中
学
校
２
年

生
で
す
が
、
保
健
室
登
校
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
頑
張
っ

て
い
る
姿
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

Ｄ
さ
ん
は
、
中
学
校
２
年
の
時
に
は

登
校
で
き
ず
、
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
に

毎
日
通
所
し
ま
し
た
。
中
学
校
３
年
生

の
時
に
は
、月
に
１
、２
回
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
た
め
通
所
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
高
校
に
進
学
し
、
毎
日
元
気
に
登

校
し
て
い
ま
す
。
振
り
替
え
休
業
で
学

校
が
お
休
み
の
日
に
来
所
し
、
楽
し
い

学
校
生
活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
の
登
校
に
つ
い
て
悩
み

を
お
持
ち
の
保
護
者
の
会

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
を
毎
月
最
終

金
曜
日
午
前
10
時
か
ら
お
お
ず
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

 

連
携
し
て
い
ま
す 

　

一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
面
談
を
行
っ
た
り
、
所
属
学
校
と
情

報
を
共
有
し
た
り
し
な
が
ら
個
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
復
帰

に
つ
な
が
る
よ
う
に
互
い
に
連
絡
を
密

に
し
、
本
人
や
保
護
者
、
学
校
の
共
通

理
解
の
も
と
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

私
た
ち
の
願
い 

　

登
校
し
づ
ら
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
、

引
き
こ
も
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る

家
庭
で
は
、
本
人
も
保
護
者
も
、
悩
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
お

子
さ
ん
、
保
護
者
の
思
い
を
十
分
に
お

聞
き
し
て
、
よ
り
良
い
方
向
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
へ
の

通
所
が
き
っ
か
け
で
、
学
校
復
帰
・
社

会
的
自
立
を
果
た
し
た
人
が
数
多
く
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、「
学
校
へ
の
橋
渡

し
」、「
社
会
へ
の
橋
渡
し
」
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
こ
の
国
の
未
来
を
創
る
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ど
う
か
、
い
つ
で
も
結
構
で
す
の

で
、
相
談
や
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
と
活
動
す

る
中
で
、「
笑
う
」
こ
と
が
子
ど
も
に

も
大
人
に
も
一
番
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
笑
顔
」
で
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
全
力
で
支
援
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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第1₈回　大洲扇面の美展　　～山荘画廊～
　第１8回大洲扇面の美展表彰式が、 6月１0日㈰山荘画廊で開催されました。大洲市内外から多数の作品がよ
せられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。入賞したみなさんは次のとおりです。（敬称略）

▽最優秀賞　　　　　　　　　泉　　敬
けい

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　藤田　　守
まもる

▽優秀賞　　　　　　　　　　松本　祐
ゆう

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　青野　通
みち

子
こ

▽大洲市長賞　　　　　　　　山中　　智
さとし

　　　　　　　　　　　　　　福島眞
ま

理
り

子
こ

▽大洲商工会議所会頭賞　　　中田　啓
けい

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　酒井　静
しず

子
こ

▽大洲商工会議所会員優賞
　　　　　増田ツヤ子

こ

　　　広沢さかえ
　　　　　浜田　隆

たか

美
み

　　　稲垣　　章
あきら

　　　　　澤山　繁
しげ

子
こ

▽佳作　　上野　仁
ひと

美
み

　　　浅野　泳
よう

子
こ

　　　　　曽根岡　勲
いさむ

　　　中野麻
ま

壽
す

美
み

　　　　　岩本　政
まさ

光
みつ

　　　山田　勝
かつ

利
とし

　　　　　越智　千
ち

春
はる

　　　梅原　秀
ひで

敏
とし

最優秀作品「牡丹(ぼたん)の風」　（作：泉敬子さん） 最優秀作品「トンボと風鈴」　（作：藤田守さん）

　

第
24
回
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
６
月

17
日
㈰
、
白
滝
公
民
館
柴
分
館
前
の
水
田
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
洲
市
内
外
よ
り
過
去
最
多
に
並

ぶ
一
般
の
部
24
チ
ー
ム
と
小
学
生
の
部
5
チ
ー

ム
の
計
29
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
真
っ
只
中
で
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ど
ろ
ん
こ
バ

レ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
レ
シ
ー
ブ
す
る

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
も
数
多
く
見
ら
れ
、
観
客
か

ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
県
民
大

会
が
、
６
月
20
日
㈬
、
松
山
市
の
ひ
め

ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

洲
市
か
ら
は
「
大
洲
市
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
」
お
よ
び
「
お
お
ず
女
性
塾
」

か
ら
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
脚
本
家
（
代
表

作
：
平
成
27
年
後
期
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」・
平
成

29
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
ド
ラ
マ
「
眩く

ら
ら

〜
北
斎

の
娘
〜
」）
で
映
画
監
督
の
大
森
美み

香か

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
い
ま
だ
に
男
は
外
で

働
い
て
、女
は
家
で
支
え
る
も
の
」「
育

児
休
暇
を
取
得
し
た
夫
が
、
昼
間
に
公

園
で
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
白
い
目

で
見
ら
れ
る
」
と
い
う
風
潮
が
日
常
に

あ
っ
て
、
男
女
共
同
と
い
う
も
の
に
隔

た
り
が
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
で
天
然
泥
パ
ッ
ク

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
﹃
あ
さ
﹄
を
迎
え
る
た
め
に

　

そ
の
後
の
対
談
で
は
、「
ひ
め
ボ
ス

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
か
ら
学
ぶ
」と
題
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

職
場
に
お
い
て
は
、「
人
と
人
と
の
関

係
性
が
重
要
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
て
い
る
か
」「
残
業
す
る
と

頑
張
っ
て
い
る
感
覚
に
陥
い
っ
て
し
ま

い
が
ち
」「
仕
事
だ
け
で
な
く
社
会
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と
が
必

要
」
な
ど
、
現
場

で
の
事
例
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
参
加
者
も
一

様
に
う
な
づ
き
な

が
ら
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
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おおずニュース

庭園の魅力を再発見　　～文化財庭園フォーラム～
　 6月１6日㈯と１7日㈰の両日、中四国では初となる「第１5回文化財庭園フォーラム」が開催されました。また、
フォーラムまでの約 １週間は文化財庭園の維持管理に携わる全国の庭師ら約30人が参加して実技研修会が行
われました。

　 9日㈯から行われた実技研修会では、臥龍山荘や如
法寺庭園を会場として、後継者育成を目的に親方が若
い庭師を指導する形で作業が進められました。

　１6日㈯は実技研修会の総仕上げとして、臥龍山
荘庭園での作業が一般に公開されました。
　庭師によって臥龍山荘庭園の特徴や今回の研修
で整備したポイントなどが解説されたほか、実際
に剪定などの作業も披露され、約50人の参加者は
その見事な技術に見入っていました。

　１7日㈰は市役所でシンポジウムが行われ、約
１50人が参加しました。「庭園にこめられた思い
を次代につなぐ」をテーマに講演や討論が行わ
れました。
　臥龍山荘庭園について、その維持管理に携わ
る西岡浩

こう

一
いち

さんは、近年の庭園整備により肱川
や背後の山並みなどが見渡せるようになってき
たと説明し、コメンテーターからは、借景を基
本とした庭園というよりは「眺望のための庭園」
ではないかという意見なども出されました。
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八多喜駅前周辺　 五郎鉄橋と機関車 神南山の麓とＳＬ

伊予大洲駅線路内

保線風景

愛媛鉄道本社（大洲駅に設置）

　

愛
媛
鉄
道
開
通
１
０
０
周
年
記
念
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
６
月
21
日
㈭
伊
予
大

洲
駅
、
伊
予
長
浜
駅
で
開
催
さ
れ
、
観

光
列
車
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
の
乗

客
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
宮
市
長
は
、「
大
正
７
年
２
月
14

日
に
愛
媛
鉄
道
が
開
通
し
１
０
０
年
を

迎
え
、
大
洲
市
の
経
済
発
展
の
礎
い
し
ず
えと
な

り
、
物
資
の
流
通
・
移
動
手
段
が
『
肱

川
』
を
主
流
と
し
て
い
た
も
の
が
『
鉄

道
』
へ
シ
フ
ト
変
換
し
、
大
洲
市
が
飛

躍
的
に
発
展
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
「
１
０
０
の
人
文

字
」を
作
り
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
、

最
後
に
、
藩
政
時
代
か
ら
続
く
大
洲
名

物
の
「
い
も
た
き
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

歴
史
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。



１9１8　大正 7年 2月１4日 大洲駅（現伊予大洲駅）～長浜町駅（現
伊予長浜駅）間（１5.8㎞）が開通

１920　大正 9年 5月 １日 愛媛鉄道の支線として大洲（若宮分岐
点）から内子間（１0.3㎞）が開通

１932　昭和 7年１2月 １ 日 予讃線、南郡中～伊予上灘間（１１.１㎞）が
開通

１933　昭和 8年１0月 １ 日 大洲駅～長浜町駅間、若宮～内子駅間
が国有化となり愛媛線となる
加屋駅を移転し、伊予白滝駅に改称

１935　昭和１0年 6 月 9 日 予讃線、伊予上灘～下灘間（5.3㎞）が開通
              １0月 6 日 予讃線、下灘～伊予長浜間（１0.7㎞）が開通
※�これにより予讃線は、高松から伊予大洲まで鉄路でつながった。
内子線、五郎～新谷間（3.7㎞）が開通、同時に伊予大洲～新谷
間の営業を廃止し、新谷～内子間を内子線に編入。
１936　昭和１１年 9 月１9日 予讃線、伊予大洲～伊予平野間（4.0㎞）

が開通
１939　昭和１4年 2 月 6 日 予讃線、伊予平野～八幡浜間（9.3㎞）が

開通
１96１　昭和36年１0月20日 八多喜～五郎間に春賀駅が開業
１972　昭和47年 3 月１5日 四国初の特急列車「しおかぜ」号を高

松～宇和島間で運行開始
１986　昭和6１年 3 月 3 日 予讃線、向井原～内子間（23.5㎞）および

伊予大洲～新谷間（5.9㎞）が開通
※内子線五郎～新谷間（3.7㎞）が廃止
１987　昭和62年 4 月 １ 日 四国旅客鉄道株式会社発足
１988　昭和63年 4 月１0日 瀬戸大橋開通
20１4　平成26年 7 月26日 JR四国初、本格的観光列車「伊予灘も

のがたり」運航開始

　　　　　愛媛鉄道年表（一部抜粋）　　　　

　年表は、四国旅客鉄道（ＪＲ四国）より一部引用していて、過去の愛
媛鉄道の写真については、市博物館、市役所長浜支所保管の写真を一部
掲載しています。

「愛媛鉄道開通
₁₀₀周年記念」

伊予長浜駅

伊予長浜駅の乗降

大和橋（長浜）と鉄道

大越隧道（上老松） 加屋駅（現伊予白滝駅） 八多喜駅前周辺　



おおずニュース

チーム一丸　全力前進シンボルのひとつとして

　第22回鹿野川湖ドラゴンボード大会が、 6月１0
日㈰、鹿野川湖漕

そう

艇
てい

場で開催されました。今大会
には、市内外から集まった29チーム約300人がエン
トリーし、往復約450mでタイムを競い合いました。
　安定したレース運びをするチームがいれば、折
り返し地点で苦戦するチームも見られました。ど
のレースも目の離せない展開となり、会場は始終
盛り上がりを見せていました。

　模型制作代行業として働く野口勝
かつ

也
や

さんが、市
に「銀河鉄道9

スリーナイン

99」の模型を寄贈するため、 6月
8日㈮、市役所を訪れました。
　寄贈された模型は、市販のプラモデルをベース
に、特別な塗装や特注のシールによって「999号」
が忠実に再現されています。
　野口さんは、「松本零士さんにゆかりある大洲市
のシンボルのひとつとして広まってほしい」と話
しました。

プールの季節　到来
　八幡浜・大洲地区運動公園水泳プール開園式が、
6月29日㈮に行われました。式には、市内の幼稚
園児１20人が招待されました。くす玉割り、プレゼ
ント贈呈などの後、県指定無形文化財「大洲神伝流」
が披露されました。
　その後、園児たちは歓声と水しぶきを上げなが
ら水の感触を楽しみました。一般開放は、 8月3１
日㈮まで（午前 9時～午後 5時、無休）。

いざという時のために
　ＮＴＴタウンページ㈱が作成した「愛媛県南予
版タウンページ」および「南予版防災タウンページ」
の贈呈式が、 6月29日㈮、市役所で行われました。
　防災タウンページには、避難場所などの情報や、
災害の備え・対処の方法などが掲載されています。
　ＮＴＴタウンページ㈱四国営業本部長の松本四

し

朗
ろう

さんは「これからも行政と連携して、観光や防
災の事業に取り組みたい」と話しました。
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シリーズ大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

体
調
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
気
が
付

け
ば
平
成
30
年
も
、
８
月
を
含
め
残
り

５
カ
月
。
青
年
部
で
は
、
共
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で

す
。
商
売
の
勉
強
を
し
た
い
、
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
、
人
の
輪
を
広

げ
た
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
一
緒
に
活
動

し
て
ほ
し
い
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工

会
議
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
７
月
号
の
ク
イ
ズ
解
答
・
解
説
編
】

　

平
成
29
年
の
猛
暑
日
の
日
数
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
大
洲
は
何
位
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

①　

８
位

②　

18
位

③　

26
位

正
解
…
①

解
説
…
平
成
29
年
に
大
洲
市
で
観
測
さ

れ
た
猛
暑
日
は
、
16
日
で
全
国
８
位
で

し
た
。
同
率
８
位
に
岐
阜
県
の
多
治
見

市
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
全
国
１

位
は
大
分
県
の
日
田
市
で
す
。

　

愛
媛
、
大
分
、
岐
阜
と
言
え
ば
、
日

本
三
大
鵜う

飼か
い

の
地
で
す
。ど
こ
か
し
ら
、

共
通
点
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
最
高
気
温
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は

島
根
県
益
田
市
が
１
位
で
し
た
。
気
に

な
る
大
洲
は
50
位
以
下
で
し
た
。

※�

今
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
広
報

お
お
ず
９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
ス
タ

ー
ト
し
た
『
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
祭
り
』
で
す
が
、
平
成
30
年

は
何
回
目
を
迎
え
る
で
し
ょ
う
か
。

①　

10
回

②　

15
回

③　

20
回

文化財
友
とも

岡
おか

神
じん

社
じゃ

のイスノキ
大洲市指定天然記念物
友岡神社所有

　この木は、出石寺から北
北西へ約 １㎞に位置する友
岡神社境内にそびえていま
す。推定樹齢は約300年、樹高は約１7ｍで、イス
ノキとしては市内で最大級の大きさを誇ります。
　イスノキは、アブラムシの寄生によって、葉に
大小の「虫

ちゅう

癭
えい

（虫こぶ）」が頻繁に生じます（写
真右下）。穴の開いた虫こぶを、子どもがひょうひ
ょうと吹き鳴らして遊ぶことから、別名を「ヒョ
ンノキ」とも呼ばれています。
　イスノキは、神社の境内などでよく目にするこ
とができますが、この木は根が岩盤を抱え込むよ
うに伸びているのが特徴です。この根張りは、他
のイスノキでは見られない光景をつくり出してい
て、力強い安定感が大きな見どころです。

（平成１3年１１月 １ 日指定）

野　鳥
シジュウカラ（四十雀）
スズメ目シジュウカラ科
全長　15㎝

　庭木の枝先で「ツツピー、ツツピー」と元気よ
くさえずり、白いほっぺと立派なネクタイを締めた
ような模様が特徴の可愛い小鳥です。巣箱を利用
することでもよく知られていて、自宅の郵便受け
で子育てをしたなどの話を聞くことがあります。
　また、カラ類で群れている時は一番先にやって
来て、偵察隊の役目をしているようにも見えます。
ほとんど昆虫を食べていますが、餌の乏しい季節
は木の実なども食べます。体長わずか１0数㎝の小
鳥でも、群れることによって外敵から狙われにくく
したり、いろいろな食べ物を季節によって摂り入
れたりして命をつないでいることは、本当に素晴
らしいことです。さあ、みなさんも始めてみません
か。バードウォッチングは、40（シジュウ）から。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟
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第
30
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍り

ょ
う

馬ま

脱
藩
の
道

　

今
年
も
、「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本

龍
馬
脱
藩
の
道
」
を
開
催
し
ま
す
。

前
夜
祭
／
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ
「
龍
馬
イ
ズ
ム
」

　

第
30
回
記
念
と
し
て
多
彩
な
ゲ
ス
ト

を
お
迎
え
し
ま
す
。
歴
史
を
探
求
し
、

か
つ
笑
い
が
あ
り
、
元
気
と
感
動
を
届

け
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

【
日　

時
】
９
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

【
場　

所
】
河
辺
中
学
校
体
育
館

【
出
演
者
】（
敬
称
略
）

▽
第
１
部　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

小こ

日ひ

向な
た　

え
り

　
（
歴
史
好
き
ア
イ
ド
ル
）

　

お
侍
ち
ゃ
ん

　
（
お
笑
い
芸
人
）

　

ガ
リ
ベ
ン
ズ　

矢
野
ん

　
（
も
の
ま
ね
芸
人
）

▽
第
２
部　

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　

木
山　

裕ゆ
う

策さ
く

　
（
歌
手　

代
表
曲hom

e

）

【
定　

員
】
４
０
０
人

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

 

前
夜
祭
／
龍
馬
を
語
る
夕
べ 

　

全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が
、
シ
ャ
モ
鍋

と
お
酒
で
龍
馬
談
義
を
行
い
、
翌
日
へ

の
英
気
を
養
い
ま
す
。

【
日　

時
】
９
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜

【
場　

所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿

【
定　

員
】
50
人

【
参
加
費
】
３
０
０
０
円

※
宿
泊
費
は
含
ま
な
い
。

おしらせピックアップ

 

わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道 

　

幕
末
の
志
士
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
た

折
に
通
っ
た
河
辺
の
山
道
を
歩
き
な
が

ら
、
近
代
日
本
の
礎
と
な
っ
た
龍
馬
の

足
跡
を
し
の
び
ま
す
。
脱
藩
の
道
沿
い

に
は
自
然
が
あ
ふ
れ
、
澄
ん
だ
空
気
の

山
道
は
森
林
浴
に
も
最
適
で
す
。

【
日　

時
】
９
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

【
場　

所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
集
合

【
コ
ー
ス
】

▽
Ａ
コ
ー
ス

　

脱
藩
の
道
オ
ン
リ
ー
コ
ー
ス

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　

浪
漫
八
橋
と
脱
藩
の
道
コ
ー
ス

【
定　

員
】
３
０
０
人

【
参
加
費
】
２
０
０
０
円

※
弁
当
、
記
念
品
、
保
険
な
ど
を
含
む
。

【
主　

催
】

大
洲
市

河
辺
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
保
存
会

【
申
込
締
切
日
】（
３
イ
ベ
ン
ト
と
も
）

８
月
31
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

河
辺
支
所　

☎
39
２
１
１
１

第
21
回
山
鳥
坂
の
夜
神
楽

～
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
鎮し

縄め

神か
ぐ
ら楽
」～

　

古
来
の
太
鼓
が
夜
空
に
響
き
、
神
楽

の
舞
が
神
秘
的
な
世
界
に
導
き
ま
す
。

今
年
で
21
回
を
迎
え
る
夜
神
楽
は
、
岩

谷
地
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
も
大
蛇
が
空
か
ら
舞
い
降
り

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま

す
。
ま
た
、
森
と
水
を
考
え
る
交
流
会

の
パ
ネ
ル
も
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
８
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
９
時
30
分

※
雨
天
決
行
（
神
事
の
後
、神
楽
開
始
）

【
場　

所
】
旧
岩
谷
小
学
校

【
内　

容
】
各
種
バ
ザ
ー
、
餅
ま
き
、

タ
オ
ル
・
う
ち
わ
無
料
配
布

【
問
い
合
わ
せ
先
】

夜
神
楽
実
行
委
員
会
（
岩
谷
分
館
）

☎
34
２
９
７
４
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な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

【
日　

時
】
８
月
４
日
㈯

【
場　

所
】

長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド　

ほ
か

【
内　

容
】

 

長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

▽ 

午
後
５
時
〜

　

出
店
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
プ
ン

▽ 

午
後
５
時
30
分
〜

　

 

ち
び
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
伍
代
夏な
つ
子こ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

▽ 

花
火
打
ち
上
げ　

午
後
８
時
30
分
〜

 

長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館 

▽
第
22
回
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り

　

俳
句
大
会

　

鹿
野
川
の
夜
空
に
映
え
る
打
ち
上
げ

花
火
は
壮
観
で
す
。

　

ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

８
月
11
日
㈯　

山
の
日

午
前
11
時
〜
午
後
９
時
（
予
定
）

※
荒
天
時
は
、
12
日
㈰
に
延
期

【
場　

所
】

肱
川
支
所
前
の
市
道

【
内　

容
】

花
火
大
会
、
文
化
協
会
発
表
、
盆
踊
り

大
会
、
出
店
な
ど
（
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会
肱
川
支
部

（
肱
川
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
１
０
５
）

　

午
前
９
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
大
洲
市
観
光
協
会
長
浜
支
部
内
）

☎
�
１
１
１
１

Information pick up

　いよいよ、いもたきの季節が近づきました。
　秋の夜長に月明かりの下、涼しい風に吹かれ
ながら300年の歴史ある大洲のいもたきを味わっ
てみませんか。 9月 7日の初煮会では、いもたき
無料振る舞いやステージイベントも実施します。

【期　間】 9 月 7 日㈮～１0月中旬
【場　所】如法寺河原
【料　金】 １ 人／ 2,000円～

【問い合わせ先】大洲市観光協会　☎24－2664

　今年も、 2 日間で約4,000発の花火が豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

に打ち上がります。肱川にかかるナイアガラや、
川面に映る大輪の花、大洲城天守を背景に上が
るあざやかな花火は必見です。大洲ならではの
音と光の演出をお楽しみください。

【日　時】 8 月 3 日㈮、 4日㈯
　　　　　午後 8時～ 9時
　　　　　※雨天時は、翌日以降に順延

【場　所】 8 月 3 日㈮　肱北河原
　　　　　　　　　 4 日㈯　肱南河原

【問い合わせ先】大洲市観光協会　☎24－2664

秋の風物詩「元祖おおずのいもたき」大洲川まつり花火大会
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えひめYOSAKOI祭り201₈　～踏み出そう!気持ちと体を一歩前へ!! ～
　今年も多くのチームが参加し、まち全体が熱気に包まれま
す。また、１5周年を記念して、市外の団体を招き、阿

あ

波
わ

踊
おど

り
や野球拳なども披露されます。お誘い合わせのうえ、ぜひお
越しください。

【日　時】　 8月１9日㈰　正午～
※雨天決行（ただし荒天の場合は中止）

【場　所】
緑地公園～肱南商店街（本町 １丁目）～肱北商店街（殿町・
常磐町）～新町商店街～アクトピア大洲～緑地公園

本
町
演
舞
場

殿町演舞場 新町演舞場常磐町演舞場

アクトピア
競演場

アクトピア大洲緑地公園
開会・閉会式会場
緑地公園特設会場

JR伊予大洲駅

【問い合わせ先】えひめYOSAKOI祭り振興会事務局
　　☎080（6389）435１

　　　　　　　http://ehimeyosakoi.com/

肱
川
あ
ら
し
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ

　
「
肱
川
あ
ら
し
」
と
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
霧
を
伴
っ
た
冷
気
風
が
、
肱

川
上
流
か
ら
伊
予
灘
へ
吹
き
出
す
と
い

う
世
界
的
に
も
珍
し
い
自
然
現
象
で

す
。

　

こ
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
が
午
前
７
時

か
ら
７
時
30
分
ま
で
の
間
に
、
長
浜
大

橋
地
点
で
確
認
で
き
る
最
初
の
日
を

「
発
生
初
日
」
と
定
義
づ
け
、
次
の
と

お
り
「
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

８
月
１
日
㈬
〜
９
月
20
日
㈭

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

　

官
製
は
が
き
に
、
発
生
予
想
日
「
平

成
30
年
○
月
○
日
」
と
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
お
よ
び
希
望
賞

品（
食
事
券
ま
た
は
特
産
品
）を
ご
記
入

の
う
え
、下
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
１
人
に
つ
き
１
通
と
し
、
応

募
に
よ
る
個
人
情
報
は
、
抽
選
、
賞

品
発
送
以
外
の
用
途
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

【
賞　

品
】

 

当
選
者
に
つ
い
て 

　

見
事
的
中
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
抽

選
で
15
人
を
当
選
者
と
し
、
大
洲
市
長

浜
で
使
え
る
５
０
０
０
円
相
当
の
食
事

券
ま
た
は
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

残
念
賞
に
つ
い
て 

　

当
選
者
以
外
の
中
か
ら
、
抽
選
で
40

人
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０

・

３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

（
長
浜
支
所
内
）

☎
�
１
１
１
１

近年の発生初日
平成29年１１月 6 日
平成28年１１月 4 日
平成27年１0月１4日
平成26年１0月１6日
平成25年１0月29日
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〈
友
好
都
市
〉え
り
も
町
を
訪
ね
る
旅　

参
加
者
募
集

　

風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

な
北
海
道
え
り
も
町
を
訪

ね
る
旅
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

え
り
も
町
は
、
豊
か
な
水
産
資
源
と

岬
を
代
表
と
す
る
雄
大
な
自
然
景
観
に

恵
ま
れ
て
い
る
漁
業
と
観
光
の
ま
ち
で

す
。
え
り
も
岬
沖
は
、
親
潮
と
黒
潮
が

出
合
う
世
界
有
数
の
漁
場
と
な
っ
て
い

て
、
お
い
し
い
魚
介
類
も
豊
富
で
あ
り
、

魅
力
的
な
町
で
す
。
ま
た
、
札
幌
市
な

ど
も
巡
り
、
北
海
道
の
良
さ
を
満
喫
で

き
る
旅
に
な
り
ま
す
。

【
日　

程
】

９
月
26
日
㈬
〜
29
日
㈯

３
泊
４
日

【
募
集
対
象
】
大
洲
市
在
住
の
人

【
募
集
人
員
】
20
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
。

　

え
り
も
町
と
の
友
好
関
係
は
、

市
町
村
合
併
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
え
り
も
町
の
「
風
の
館
」
と
、

旧
肱
川
町
の
「
風
の
博
物
館
」
が

姉
妹
館
提
携
を
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
文
化
・
物
産
の
交
流
と
友
好

関
係
の
促
進
を
目
的
と
し
て
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年

行
わ
れ
る
「
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
へ
の
物
産
出
展
協
力
を
は
じ

め
と
し
た
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
費
用
負
担
】
約
８
万
円

※ 

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議
会

が
貸
切
バ
ス
代
金
な
ど
を
助
成
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
先
】

㈱
国
際
旅
行　

長
浜
営
業
所

（
☎
�
１
４
１
１
）

※ 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

付
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
申
込
締
切
後
、
資
料
を
発

送
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

８
月
15
日
㈬
〜
20
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議
会

（
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
㉔
１
７
１
７

【行程（案）】
9 月
26日㈬

大洲市―松山空港⇒羽田空港⇒帯広空港
―えりも町【夕食交流会】―えりも町泊

9月
27日㈭【えりも町内視察】―札幌市内泊

9月
28日㈮【札幌、旭川市内見学】―札幌市内泊

9月
29日㈯

【小樽市内見学】
新千歳空港⇒松山空港―大洲市

※�行程（案）は、変更となる場合があります。
※移動手段の凡例　―�観光バス　⇒�航空

成人式のご案内

【日　時】平成3１年 １ 月１3日㈰
　　　　　受付　午後 0時30分～
　　　　　開会　午後 １時～

【場　所】大洲市民会館　大ホール
【対象者】
　平成１0年 4月 2 日から平成１１年 4 月 １ 日までに生まれた人で、
かつ、次のいずれかの条件を満たす人。

▽大洲市に住民票がある人 

▽�大洲市外に転出している人のうち、大洲市に在住したこと
がある人

※�参加対象者のみなさんへは、１１月中旬に案内状を送付します。

【問い合わせ先】
生涯学習課　☎24－１735

　大洲市では、成人を迎えるみなさんの輝かしい未来を祝福するため、記念式典を開催します。
　対象となる新成人のみなさんは、ぜひご出席ください。
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第 2次大洲市子供読書活動推進計画
～子どもとともに　本をひらこう　未来のページ～

　大洲市では、子どもの読書活動を継続して推進するため、
前計画に引き続き「第 2次大洲市子供読書活動推進計画」
を平成30年 5 月に策定しました。
　計画期間は 5年間で、子どもたちが本に親しみ、自主的
に読書を行い、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよ
う、家庭や地域、学校などが連携および協力し、積極的な
推進を図ります。
　なお、本計画策定前に実施した意見募集（パブリックコ
メント）については、貴重なご意見をいただきありがとう
ございました。いただいたご意見と、それに対する市の考
え方については、市公式ホームページで公表しています。
　同時に、計画の冊子および概要版についても、市公式ホー
ムページで閲覧およびダウンロードできます。また、大洲
市立図書館では、計画の冊子を所蔵していて、お持ち帰り
できる概要版も用意しています。ぜひ、ご一読ください。

毎月第3日曜日は「うちどくの日」

【問い合わせ先】生涯学習課　☎24－１735

家　庭
▽読み聞かせ
▽うちどくの推進

地　域
▽ブックスタート
▽蔵所の充実
▽読み聞かせ・おはなし会

学校など
▽朝読書
▽読書と調べ学習の充実
▽読書集会

川
に
親
し
み
、

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
洲
市
内
に
は
肱
川
を
始
め
多
く
の

川
が
流
れ
、
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
、
釣
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
川
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
の
豊
か
さ
や

生
物
の
多
様
性
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
ア
ユ
や
カ
ニ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
自

然
の
恵
み
を
私
た
ち
に
も
た
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
生
活
環
境
が
変
化

し
た
こ
と
で
、
一
昔
前
と
比
較
す
る
と

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
川
で

遊
ん
だ
り
釣
り
な
ど
で
川
に
親
し
む
機

会
も
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

肱
川
漁
業
協
同
組
合
は
、
川
で
の
漁

業
権
を
持
ち
、
稚
魚
の
放
流
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
で
川
の
自
然
環
境
を
守

り
、
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
川
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く
役
割
も
併
せ
持

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
川
で
の
釣
り
に
は
鑑
札
証
が

必
要
で
す
が
、
漁
協
の
組
合
員
に
な
る

こ
と
で
漁
業
料
の
優
遇
が
あ
り
、
組
合

員
で
な
い
と
で
き
な
い
漁
法
も
許
可
さ

れ
ま
す
。
組
合
員
と
し
て
年
間
を
通
じ

て
川
に
親
し
み
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
大
洲
の
肱
川
を
中
心
と
す
る
自
然

の
豊
か
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
組
合
員
資
格
や
鑑
札
証
、
川

で
の
釣
り
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
肱
川
漁
業
協
同
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
漁
業
協
同
組
合

大
洲
市
柚
木
１
０
３
４

・

３

☎
㉔
２
４
１
０
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原
子
力
施
設
見
学
会
の
お
知
ら
せ

市
立
大
洲
病
院
が
院
外
処
方
に
変
わ
り
ま
す

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
発
電
、
環
境

放
射
線
監
視
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

▽
８
月
８
日
㈬
、
21
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
各
40
人

【
対
象
者
】

愛
媛
県
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
８
月
１
日
㈬

か
ら
外
来
患
者
さ
ん
の
薬
を
、
院
外
処

方
に
変
更
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
病
院
内
で
お
渡
し
す
る
院

内
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、

薬
を
も
ら
う
薬
局
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
が
か
か
り
つ

け
薬
局
を
持
ち
、
複
数
の
医
療
機
関
か

ら
処
方
さ
れ
た
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
薬
の

内
容
確
認
な
ど
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
で
は
入
院
患
者
さ
ん
へ

の
服
薬
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
医

療
の
質
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

【
見
学
場
所
】

▽
愛
媛
県
原
子
力
セ
ン
タ
ー

▽
伊
方
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

▽
伊
方
発
電
所
構
内
（
外
周
）

▽
伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
４
（
３
８
）
２
０
３
６

☎
０
９
０
（
７
７
８
６
）
８
２
６
４

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
）

※ 
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
立
大
洲
病
院　

☎
㉔
２
１
５
１

平成30年度自衛官などの募集案内について

注）資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。また、応募資格年齢の起算日は、募集項目ごとに異なっていますので、
　　それぞれの募集要項で確認してください。
※１ �　平成30年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。必ず確認してください。
※2 �　平成3１年 3月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として9月１7日㈪以降に行います。

【問い合わせ先】
自衛隊愛媛地方協力本部　大洲地域事務所　大洲市大洲678－ １　旧大洲市立図書館 2階（大洲小学校前）　☎24－4１23
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

募　集　種　目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
一
般

航��� 空��� 学��� 生　 ※ １ 高卒（見込みを含む）で2１
歳未満の人 9月 7日㈮まで 9月１7日㈪

一� 般� 曹� 候� 補� 生　※ １
１8歳以上27歳未満の人

9月 7日㈮まで 9月2１日㈮～23日㈰�
※いずれか １日を指定

自 衛 官 候 補 生
※ １

男　性 年間を通じて受け付け 受付時にお知らせします※ 2女　性

防衛大学校学生
※ １

推　薦
（学校長）

高卒（見込みを含む）で2１
歳未満の人

9月 5日㈬～ 7日㈮
9月22日㈯・23日㈰

総合選抜 9月22日㈯

一　般
（前　期） 9月 5日㈬～28日㈮ １１月 3 日㈯・ 4日㈰

防衛医科大学校
※ １

医学科学生
9 月 5 日㈬～28日㈮

１0月27日㈯・28日㈰

看護学科学生
（自衛官コース） １0月20日㈯

中
学
生
な
ど

高等工科学校生徒
※ １

推　薦
（学校長） 中卒（見込みを含む）で１7歳

未満の男性
１１月 １ 日㈭～30日㈮ 平成3１年 １ 月 5 日㈯～ 7日㈪

※いずれか1日を指定

一　般 １１月 １ 日㈭
～平成3１年 １ 月 7 日㈪ 平成3１年 １ 月１9日㈯
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在宅障がい者のタクシー利用助成事業を開始します
　障がい者の社会参加の促進と在宅福祉の増進を目
的にタクシー利用助成事業を開始します。
　この事業は、対象者に １回500円のタクシー利用助
成券を配布するもので、詳しくは次のとおりです。
�　対象のみなさんの申請をお待ちしています。

【交付対象者】
▽身体障害者手帳　　　　　 １・ 2級所持者
▽療育手帳　　　　　　　　Ａ・Ｂ所持者
▽精神障害者保健福祉手帳　 １・ 2級所持者
※�施設入所者、市民税課税世帯に属する場合、本人
やご家族が自家用車を所有している場合、人工透
析患者通院等支援事業対象者の場合は、事業の対
象外となります。

【申請・配布方法】
　申請窓口で申請書を提出いただき、後日窓口で利
用助成券を配布します。
　年 １ 回の申請とし、申請月から 3 月までの月数分
の配布となります。 １回500円× 2枚（ １カ月分）

【申請窓口】社会福祉課または各支所地域振興課

【申請受付開始時期】
平成30年 9 月から
※�9 月に申請いただいた場合は 9 月から 3 月までの
7カ月分をお渡しします。

【協力事業者】
大洲市内に事業所を設置している一般乗用旅客自動
車運送事業者（介護タクシー含む）
※�利用助成券を利用可能な事業者については、申請
窓口、ホームページなどでお知らせします。

【お問い合わせ先】
社会福祉課障がい福祉係　☎24―１758
　　　　　　　長浜支所　☎52―１１１１
　　　　　　　肱川支所　☎34―23１１
　　　　　　　河辺支所　☎39―2１１１

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」・「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
と

は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
医

療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
払
い
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
証
で
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
㈫
で
あ
り
、
毎
年

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

過
去
１
年
間
に
認
定
証
を
交
付
し
た

人
を
対
象
に
、
７
月
中
に
ご
自
宅
へ
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

利
用
す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
は
代
理
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▽
申
請
書

▽
印
鑑

▽
保
険
証

▽ 

過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を

越
え
て
い
る
場
合
は
、
入
院
日
数
が

分
か
る
保
険
医
療
機
関
の
証
明
書
・

領
収
書
な
ど

【
受
付
開
始
日
】
８
月
１
日
㈬
〜

※ 

８
月
中
の
申
請
で
あ
れ
ば
、
８
月
１

日
㈬
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

▽ 

平
成
29
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
判

定
し
ま
す
。70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、

今
年
度
住
民
税
課
税
の
人
に
つ
い
て

は
、
次
表
の
と
お
り
８
月
か
ら
制
度

改
正
が
あ
り
ま
す
。
現
役
並
み
所
得

Ⅰ
と
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
に
は
、
申
請

書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▽ 

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
認
定
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課
国
保
係　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　
　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　
　
　

☎
39
２
１
１
１

区　分 所得要件 外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

現役並み
所得Ⅲ

課税所得
690万円以上

252,600円＋
（総医療費－842,000円）× １％

現役並み
所得Ⅱ

課税所得380万円
～690万円未満

１67,400円＋
（総医療費－558,000円）× １ %

現役並み
所得Ⅰ

課税所得１45万円
～380万円未満

80,１00円＋
（総医療費－267,000円）× １ %

一般 課税所得
１45万円未満

１8,000円
年間上限
１44,000円

57,600円

20広報おおず 2018年 8月号

おしらせピックアップ



【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
１
１
５
６

※
診
療
時
間
の
み
応
答

小
児
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
を
利
用
す
る

　

夜
間
・
休
日
に
子
ど
も
の
急
な
病

気
で
対
応
が
心
配
に
な
っ
た
場
合
、

小
児
救
急
電
話
相
談（
＃
８
０
０
０
）

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

看
護
師
や
医
師
か
ら
、
子
ど
も
の

症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処
の
仕
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

【
受
付
時
間
】

毎
日　

午
後
７
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

救急医療の適正受診にご協力ください
　

地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
存
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
救
急
病
院
や

救
急
車
を
正
し
く
利
用
す
る
と
い
う

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
協
力

が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
救
急
医

療
を
適
正
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
る
べ
く
通
常
の
診
療
時
間
内
に

受
診
す
る

　

救
急
医
療
は
、
あ
く
ま
で
救
急
事

態
に
備
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
医
療

ス
タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
診
療
時
間
に
は
、
検
査
な
ど

を
含
め
た
診
療
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
休
日
・
夜
間
に
受

診
す
る
場
合
に
は
、
診
察
料
が
通
常

よ
り
も
高
く
な
り
ま
す
。

 「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ 

　

病
気
に
な
っ
た
と
き
の
初
期
の
治

療
時
や
、
健
康
に
不
安
を
感
じ
た
と

き
に
相
談
で
き
る
身
近
な
医
者
「
か

か
り
つ
け
医
」
を
探
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。体
の
不
調
を
感
じ
た
と
き
は
、

早
め
に
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
相
談

し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心
が
け
る 

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
緊
急
性

が
あ
り
、
本
当
に
必
要
な
時
に
救
急

車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
可

休
日
・
夜
間
の
急
な
病
気
は
「
大
洲

喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
へ

　
「
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
」
は
、休
日
や
夜
間
の
急
病
（
主

に
急
な
発
熱
、
感
冒
症
状
、
軽
度
の

腹
痛
、
嘔お
う

吐と

、
下
痢
、
め
ま
い
な
ど
）

に
対
し
て
診
療
で
き
ま
す
。
診
察
の

結
果
、
手
術
や
入
院
の
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
二
次
救
急
病
院
を
紹
介
し

ま
す
。

　

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
は
、
か
か

り
つ
け
医
（
小
児
科
医
）
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
診
療
時
間
】

▽
月
〜
土
曜
日

　

午
後
８
時
〜
午
後
11
時

▽
日
・
祝
日
・
振
替
休
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

〔
子
ど
も
の
医
療
〕

 

日
・
祝
日
は
、小
児
在
宅
当
番
医
へ 

　

大
洲
市
・
八
幡
浜
市
・
西
予
市
・

内
子
町
・
伊
方
町
の
小
児
科
医
が
、

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
に
輪
番
で
診

察
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
番
医
は
、
広
報
お
お
ず
26
ペ
ー

ジ
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
診
療
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
八
幡
浜
市
は
午
後
６
時
ま
で

大洲喜多休日夜間急患センター：東大洲
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お

 

し
ら
せ

　

原
爆
被
爆
73
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
広
島
市
・
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死

没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
次

の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
広
島
市

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び

平
和
祈
念
の
黙も

く

祷と
う

に
つ
い
て

戦
没
者
追
悼
の
黙も

く

祷と
う

に
つ
い
て

　

８
月
６
日
㈪　

午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
市

　

８
月
９
日
㈭　

午
前
11
時
２
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課　
　

☎
㉔
１
７
１
４

　

８
月
15
日
㈬
の
「
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
あ
た
り
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
正
午
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
に
お
い
て
、
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ら

れ
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

半
旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課　
　

☎
㉔
１
７
１
４

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
（
全
部
支
給
停
止
の
人
を
含
む
）
は
、

受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
本
人
が
期
限
内
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
経
過

す
る
と
、
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任
に
伴

い
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
新
た
に
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、

平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

【
新
任
委
員
名
】

村
上　

桂け
い

子こ

（
敬
称
略
）

【
電
話
番
号
】
�
１
６
１
８

【
地
区
名
】
長
浜

【
担　
　

当
】
主
任
児
童
委
員

【
退
任
委
員
名
】

西
村　

弘ひ
ろ

美み

（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　
　

☎
㉔
１
７
１
５

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
や

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
、
中
途
半
端
に

差
し
込
む
と
、
接
触

が
不
完
全
に
な
っ
て
、

プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ
ン

ト
が
過
熱
し
て
事
故

に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

プ
ラ
グ
は
必
ず
、

ま
っ
す
ぐ
、
し
っ
か

り
と
差
し
込
ん
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
安
全
の
ご
相

談
は
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
（
大
洲
事
業
所
）

☎
㉓
５
０
１
２

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ
の
巣

づ
く
り
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。　

　

巣
が
小
さ
な
う
ち
は
比
較
的
簡
単
に

駆
除
で
き
ま
す
が
、
大
き
く
な
る
と
ハ

チ
の
数
も
増
え
て
、
駆
除
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
ハ
チ
の
巣
を
発
見
し
た
場
合

は
、
専
門
業
者
へ
依
頼
す
る
な
ど
、
早

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
で
す

ハ
チ
に
注
意　

早
め
の
対
策
を

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
に

つ
い
て
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大
洲
肱
彩
会
展

︵
日
本
画
・
洋
画
な
ど
の
ご
案
内
︶

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
の
お
知
ら
せ

　

県
下
水
道
協
会
で
は
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
資
格
認
定
の

た
め
の
試
験
お
よ
び
受
験
講
習
を
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

 

受
験
講
習 

【
日　

時
】
９
月
21
日
㈮

午
後
１
時
〜
５
時

【
場　

所
】

松
山
市
役
所
11
階　

大
会
議
室

（
松
山
市
二
番
町
四
丁
目
７
番
地
２
）

【
受
講
手
数
料
】
４
５
０
０
円

 

資
格
認
定
試
験 

【
日　

時
】
10
月
27
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場　

所
】
松
山
大
学

（
松
山
市
文
京
町
４
番
地
２
）

【
試
験
手
数
料
】
４
０
０
０
円

 

講
習
・
試
験
申
込
受
付
期
間 

８
月
６
日
㈪
〜
９
月
７
日
㈮

※ 

申
し
込
み
は
、
事
務
局
へ
の
持
参

　

ま
た
は
郵
送

　
（
申
込
最
終
日
消
印
有
効
）

募
　集

イ

 

ベ
ン
ト

め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ハ
チ
駆
除
用

防
護
服
の
無
料
貸
し
出
し
を
８
月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課　
　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３　

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　

第
44
回
大
洲
肱
彩
会
展
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
会　

期
】
８
月
10
日
㈮
〜
15
日
㈬

【
時　

間
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時

【
会　

場
】
ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲６階

ホ
ー
ル

※ 

肱
彩
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
肱
彩
会
で
あ
な
た
の
絵
画
作

品
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
０
９
０
（
７
５
７
９
）
６
９
１
６

（
熊
野
哲
郎
）

　

え
ひ
め
若
年
人
材
育
成
推
進
機
構
で

は
、
県
外
の
若
年
求
職
者
を
対
象
に
、
県

内
の
企
業
約
50
社
が
参
加
す
る
合
同
就

職
面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】

８
月
16
日
㈭

▽
面
接
会　

午
後
１
時
〜
５
時

▽ 

交
流
会　

午
後
１
時
〜
５
時
の
間
で

実
施
２
回

【
会　

場
】

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）　

真
珠
の
間

【
対　

象
】

県
外
学
生
、
県
外
在
住
若
年
者
、
新
規

学
卒
を
含
む
若
年
者
、
保
護
者

※
若
年
求
職
者
（
45
歳
未
満
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork

☎
０
８
９
（
９
１
３
）
８
６
８
６

℻
０
８
９
（
９
１
３
）
８
６
８
５

http://w
w
w
.ai-w

ork.jp

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
合
同
就
職

面
接
会
・
交
流
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
お
よ
び
受
験
講
習
に
つ
い
て

※ 

申
込
用
紙
は
、
大
洲
市
役
所
下
水
道

課
で
７
月
下
旬
よ
り
配
布
予
定

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
０
・
８
５
７
１

松
山
市
二
番
町
四
丁
目
７
番
地
２

松
山
市
役
所　

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
課
内

愛
媛
県
下
水
道
協
会
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
４
８
）
６
５
２
８

【
受
験
資
格
】

　

病
気
な
ど
で
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
人
、
ま
た
は
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

【
試
験
日
】
10
月
25
日
㈭

【
試
験
場
】
愛
媛
県
中
予
地
方
局

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

【
願
書
提
出
先
】
文
部
科
学
省

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

【
願
書
提
出
先
】
文
部
科
学
省

【
出
願
期
間
】

８
月
20
日
㈪
〜
９
月
７
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
部

義
務
教
育
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
４
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課　

☎
㉔
１
７
３
３
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高
校
を
卒
業
後
、
大
阪
の
学
校
に
進

学
し
て
就
職
先
で
経
験
を
重
ね
、
結
婚

を
機
に
上
須
戒
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
父
の
姿
を
見
て
い
た
私
は

「
大
き
く
な
っ
た
ら
父
の
よ
う
な
大
工

に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
で
働
き
始
め
て
か
ら
７
年
に
な

り
ま
す
が
、
改
め
て
大
洲
の
「
人
の
柔

ら
か
さ
・
温
か
さ
」
を
感
じ
て
い
ま

す
。
私
が
大
洲
市
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

営
業
・
設
計
・
施
工
の
業
務
を
分
担

し
て
家
を
建
て
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
大
洲
で
は
私
の
描
い

て
い
た
作
り
手
と
住
ま
い
手
が
最
初
か

ら
最
後
ま
で
じ
っ
く
り
と
作
り
上
げ
て

い
く
住
ま
い
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
生
ま
れ
る「
ひ
ら
め
き
」

や
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
大
切
に
、「
ど

梶本建築+こま設計室
︵上須戒乙70１︲１ ☎26－１073︶

代　表　

　　梶本　雅
まさ

文
ふみ
　さん

一級建築士・一級建築施工管理・一級技能士

　「コミュニケーションを大事
にしたい」と話す36歳。

人
の
温
か
さ
に
触
れ
な
が
ら

「
ど
こ
に
も
な
い
た
っ
た
１
つ
の
家
」
を
カ
タ
チ
に

こ
に
も
な
い
た
っ
た
１
つ
の
家
」
を
カ

タ
チ
に
し
て
い
き
た
い
と
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
父
親
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
父

は
こ
れ
ま
で
の
職
人
と
し
て
の
技
術
と

経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た

り
、
私
が
工
法
や
材
料
な
ど
新
し
い
も

の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も

賛
成
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
心
を
こ
め
て
作
り
上
げ
た
住

ま
い
を
引
き

渡
す
時
に
、

住
ま
わ
れ
る

ご
家
族
が
喜

ん
で
い
る
姿

に
い
つ
も
大

洲
に
戻
っ
て

き
て
良
か
っ

た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　みなさん、こんにちは。私は帝京第五高等学校看護
科 2年、上

うえ

川
かわ

奈
な

桜
お

です。私たちは 6月１6日、新谷菖
しょう

蒲
ぶ

祭で健康フェアを実施しました。私は昨年に続いて 2
回目の参加でした。昨年は先輩の補助という形での参
加でしたが、今年は実際にお客さんの血圧を測定しま
した。最初はとても緊張しましたが、コミュニケーショ
ンをとりながら血圧を測定することで地域のみなさん
との「ふれあい」を感じ、終わった後の「ありがとう」

―次回は帝京冨士高等学校からです。

という言葉はとてもうれしく思いました。
　来年には実習が始まり、私たちは実際に病院に
行って患者さんとコミュニケーションをとったりケ
アをしたりします。今回の菖蒲祭で学んだことを十
分に生かし、さらに知識を深め技術を習得できるよ
う頑張っていきたいです。
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帝京第五高等学校Vol.1₇
～市内 ₆ 校の高校生によるリレーエッセイ～
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級 若モン

集まれ
オー



図書館
大洲市立図書館　　☎ ₅₉ー₄₁₁₁

長浜分館 　☎ ₅₂ー₁₁₂₁

肱川分館 　☎ ₃₄ー₂₃₁₉

河辺分館　 　☎ ₃₉ー₂₁₁₁

日 月 火 水 木 金 土

₁ ₂ ₃ ₄

₅ ₆ ₇ ₈ ₉ ₁₀ ₁₁

₁₂ ₁₃ ₁₄ ₁₅ ₁₆ ₁₇ ₁₈

₁₉ ₂₀ ₂₁ ₂₂ ₂₃ ₂₄ ₂₅

₂₆ ₂₇ ₂₈ ₂₉ ₃₀ ₃₁

■＝ 8月の休館日

【日
にち

　時
じ

】 8 月
がつ

１１日
にち

（土・祝）午
ご

後
ご

2 時
じ

～ 2 時
じ

40分
ふん

【対
たい

　象
しょう

】小
しょう

学
がっ

校
こう

上
じょう

学
がく

年
ねん

～おとな
【場

ば

　所
しょ

】大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

　 １階
かい

コミュニティホール
　大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

では、恒
こう

例
れい

の夏
なつ

のおはなし会を開
かい

催
さい

します。
　今

こ

年
とし

は、ゾクゾクするようなこわ～いお話
はなし

をご用
よう

意
い

しています。ぜひお気
き

軽
がる

に足
あし

を運
はこ

んでください。
申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。

（本文紹介TRCマークより）

※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています）

　図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　30歳を前に総務課の中間管理職
になった優紀。課内の人間関係の
もつれを解そうと奔走するが…。
「走れ、中間管理職」をはじめ、仕
事に疲れ気味な心を癒やす全 6篇
を収録した連作短篇集。『小説推理』
連載に加筆し単行本化。

　昔々、マジで信じられないこと
があったんだけど…。「浦島太郎伝
説」の乙姫、「落語�皿屋敷」のお菊
など、昔話の女の子たちを題材に
綴った一冊。ウェブマガジン『ア
パートメント』掲載を加筆し書籍
化。

仕事は ₂番
こざわ　たまこ著　出版：双葉社

日本のヤバい女の子
はらだ　有彩著　出版：柏書房

（本文紹介TRCマークより）

　中
ちゅう

学
がく

2年
ねん

生
せい

の拓
たく

真
ま

は、かつて過
す

ご

した古
ふる

い家
いえ

を懐
なつ

かしむ祖
そ

父
ふ

を気
き

にか

けていた。家
か

屋
おく

の修
しゅう

繕
ぜん

を願
ねが

っていた

拓
たく

真
ま

は、クラウドファンディングで古
こ

民
みん

家
か

再
さい

生
せい

を試
こころ

みることになり…。

ドリーム・プロジェクト（Y
ヤング

A
アダルト

）
濱
はま

野
の

　京
きょう

子
こ

著
ちょ

　出
しゅっ

版
ぱん

：PHP研
けん

究
きゅう

所
しょ

オススメ新着図書「こわ～いおはなし会
かい

」のご案
あん

内
ない

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

�河辺分館のみ
平日は午後 5時まで
土日祝日は午後 １時まで

※�3１日㈮は館内図書整理日
のため休館します。

（一般）
『ひんやり　涼しく』
　夏真っ只中、いかがお過ごしですか。大洲は最高
気温がニュースで取りあげられるほど、暑い地域で
す。図書館では、そんな暑さを和らげるべく、体感
温度を下げるような本を集めました。夏の定番『怪
談』、冷たく美味しい『かき氷』、エコにも貢献『グ
リーンカーテン』など、涼やかな本を紹介します。

（児童）
『フシギ　むしむし　ワールド』
　ダンゴムシやアリ、カブトムシ。みなさんは虫

むし

の名
な

まえ、どのくらい知
し

っていますか。世
せ

界
かい

にはたくさん
の種
しゅ

類
るい

の虫
むし

たちがいて、小
ちい

さいからだの中
なか

にびっくり
するような能

のう

力
りょく

をもっています。今
こん

月
げつ

は、誰
だれ

もが知
し

っ
ている虫

むし

や珍
めずら

しい虫
むし

の本
ほん

などいろいろな本
ほん

を紹
しょう

介
かい

しま
す。さあ、虫

むし

たちの世
せ

界
かい

をのぞいてみましょう。

８ 月 展 示

遊
あそ

びにきてね
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9時～午後 5時　※は午後 6時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

8 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

5 日㈰ 守 口 小 児 科　 ※ （八幡浜市） ☎0894(24)7770

11日（土・祝） 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893(25)7710

12日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894(24)1199

19日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894(62)6801

26日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893(23)0510

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
7日㈫

午後 0時45分～
１時30分

大洲市
保健センター

４カ月児健診　　　（30年 3 月生） 母子健康手帳・アンケート・バスタオル
1 日㈬ 10カ月児育児相談（29年10月生） 母子健康手帳・アンケート・

ハンドタオル21日㈫ 1歳 ６カ月児健診（29年 1 月生）
28日㈫ ３歳児健診　※　　（27年 7 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診（事前にお申し込みください）

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）（事前にお申し込みください）

実施日 受付時間 場　所 内　容
１日㈬

午前 8時30分～
10時30分

上 須 戒 公 民 館 【対象者／料金】
▽特定健診　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付しています）
※保険証・受診券を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／700円
▽肺がんＣＴ検診　　　40歳以上の人／4,000円
※ 8月 8日、9日の保健センター会場のみ実施します。
※�肺がんＣＴ検診・肺がん検診のどちらかの選択になります。
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上で、過去にこの検診

を受けたことがない人／ 700円
※�75歳以上の人は、肺がんＣＴ検診・前立腺がん検診
を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人/無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください。

2日㈭ 三 善 公 民 館
3日㈮ 柳 沢 公 民 館
１7日㈮ 櫛生福祉センター
22日㈬ 出 海 公 民 館
23日㈭ 長 浜 し お さ い 館
29日㈬ 白 滝 公 民 館
30日㈭ 柴 体 育 館
3１日㈮ 豊 茂 体 育 館
8日㈬

午前 8時30分～11時
大洲市保健センター

9日㈭
2１日㈫ 大 和 公 民 館

実施日 乳がん受付時間 場　所 内　容
１日㈬

午前 8時30分～
10時30分

午後 1時～ 1時30分

上 須 戒 公 民 館 子宮頸がんの受付時間は、午後 1時～ 1時30分

【対象者／料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証をご持参ください。
※�クーポン券（今年度）をお持ちの人は持参してくださ
い。
※�長浜しおさい館は、午後の子宮頸がん検診・乳がん検
診はありませんので注意してください。

2日㈭ 三 善 公 民 館
3日㈮ 柳 沢 公 民 館
１7日㈮ 櫛生福祉センター
2１日㈫ 大 和 公 民 館
22日㈬ 出 海 公 民 館
3１日㈮ 豊 茂 体 育 館
23日㈭ 午前 8時30分～10時30分 長 浜 し お さ い 館
8日㈬ 午前 8時30分～11時

午後 1時～ 1時30分
大洲市保健センター9日㈭

30日㈭ 柴 体 育 館

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

27日㈪ 午後 1時～
1時20分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日がＨ30年12月～Ｈ31年 3 月の人
【内容】
▽�ママの変化　気になっていることを
聞いてみよう 
▽先輩ママさんとの交流会
※事前予約制です

▽母子健康手帳
▽筆記用具

※�特定健診・後期高齢者健診・各種がん検診は事前に電話もしくは郵送で、希望健（検）診日の 2週間前までにお申し込みください。
【電話】愛媛県厚生連健診センター☎0１20（352）080　【郵送】健診場所に置いてある専用申込書を郵送してください。

※ 3歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

▽無料法律相談　※要電話予約
時　 8月23日㈭　午後 2時～ 4時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4１１１

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 8月 2日㈭ ･ １6日㈭
　　午前１0時～午後 3時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5１05

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 8月20日㈪　午前 9時～正午
場　市役所 3階第 2会議室
問　総務課行政係　☎24－１724
長浜地域
時　 8月24日㈮　午後 １時～ 4時
場　長浜体育館 １階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 8月 6日㈪　午後 １時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　 8月１0日㈮　午前１0時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2１１2

▽不動産無料相談
時　 8月20日㈪　午前１0時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－１747

▽人権相談
大洲地域
時　 8月１5日㈬　午前１0時～正午
場　大川公民館
時　 8月20日㈪　午前１0時～正午
場　人権啓発課（別館 3階）
長浜地域
時　 8月１7日㈮　午前１0時～正午
場　長浜体育館
河辺地域
時　 8月１0日㈮　午前１0時～午後 4時
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－１１0
　　人権啓発課　☎24－１746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時１5分
場　子育て支援課
問　☎24－57１8
家庭教育・子育て相談
時　�月・火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
場　�大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580
▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時１5分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3階）
問　☎24－１4１4

▽青少年相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時１5分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔�一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔��法律相談〕
　　　弁護士　※�要電話予約
　　　毎月第 １・ 3火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　〔��介護相談〕毎週金曜日
　　�午前１0時～正午・午後 １時～ 4時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－03１3
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 8月24日㈮　午後 １時～ 4時
場　長浜体育館 １階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－１１94
肱川地域
時　 8月 6日㈪　午後 １時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－23１2
河辺地域
時　 8月１0日㈮　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－25１0

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 8月22日㈬　午後 １時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター １階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－１7１4
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NPO法人　
造形アートステージ・ケルベルネージュ

   代表理事　三好　德
の り

子
こ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　私は、子どもたちが想像力を養い、創造する力を身に
つけ、心豊かに成長していくことを願って、造形アー
ト教室を28年間にわたり続けてきました。平成21年に、
「ぎゃらりぃ・みよし」を設立し、活動拠点を西予市か
ら大洲市へ移転しました。その後、平成29年にNPO法人
を設立し、スタッフとボランティアのみなさんで活動し
ています。
　市内の幼稚園・保育園で開催する造形アート教室では、
透明なボードを使用し絵を描いています。ボードは透け
ているため、外の景色や人物のうえに絵を描くことがで
き、普段のお絵描きとは違った想像力がはたらきます。
また、親子ワークショップでは、ちぎり絵やシール貼り
による絵本づくりを行っています。創造する力を身につ
けるだけでなく、親子のコミュニケーションを促す働き
もあります。
　私たちが活動するうえで最も大切にしていることは、
子どもたちの個性を引き出すことです。私たちは、子ど
もたちに自分の考えが持てる人間になってほしいと思っ
ています。今後は、子どもたちとの関係をより濃密にし、
大型の作品を制作してみたいです。また、子どもたちの
作品を公共の場で展示してみたいとも考えています。
　これからも、創造することの楽しさをみなさんで分か
ち合えるよう活動に取り組んでいきたいと思います。
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